
令和５年度島根県
教職員の「働き方改革挑戦校」研修

小学校の実践発表資料



A小学校（実践発表）

今年度の取り組み内容は？

行事の見直し（廃止を決めた行事もあり） PTA活動の見直し

生活時程の確認（今年度の変更はなし） 地域との連携（登校指導等）

職員会議の削減

ICTの推進（校務・授業）

他校にお薦めしたい取り組みは？ 他校に気を付けてほしいポイントは？

改革に向けた取り組みを職員みんなで共有し、話
し合いをする。

外に向けた発信の仕方。

次年度に向けて取り組むことは？（具体的な取り組み、仕組みづくりなど）

余剰時数の削減 保護者との連絡のデジタル化

ICT機器のさらなる活用



B小学校（実践発表）
今年度の取り組み内容は？

保護者へのお知らせ、お願い 学級PTA活動に教員の参加なし

欠席連絡等のICT化 登下校指導の回数の見直し

通知表２学期制 指導案はA3で１枚に（研究会会場校であったが）

時程の見直し（月、水掃除なし、職員朝礼なし、
職員会議の削減・ペーパーレス、たまに５時間）

保護者や地域へのボランティアの依頼

他校にお薦めしたい取り組みは？ 他校に気を付けてほしいポイントは？

通知表２学期制（１学期末面談実施、９月末に前
期通知表を渡し、３月に後期通知表を渡す）所見
は後期通知表のみ。学期末でもゆとりができる。

「教員の働き方改革」について、保護者や地域の
理解を得る。

次年度に向けて取り組むことは？（具体的な取り組み、仕組みづくりなど）

校務分掌、学校行事の見直し 授業改善への歩み出し

時程の見直し（登下校、午前中５時間など検討）



B小学校（参考情報）※資料や写真など

B小ホームページの「働き
方改革」についての記事
より



B小学校（参考情報）※資料や写真など

第１回「働き方改革」
校内研修の様子



B小学校

「通知表・年２回発行」
の実施についてのお知らせ



B小学校
令和４年度・５年度 超過勤務時間月平均

両年度の条件をそろえるため、４月１日～１２月３１日までの期間とする。
管理職は除いた教職員（常勤）の時間とする。

１．令和４年度・５年度比較
令和４年度46時間19分
令和５年度45時間57分

差 22分

２．令和４年度・５年度個人比較（令和５年度異動者を除く）
増加 5
減少 7
増加した理由として考えられること
・経験のない学年の担任となったこと
・研究授業の発表者となり、準備に時間を要したこと。
・市内学校の業務を請け負ったこと
・分掌主任の業務負担が大きかったこと
・新規採用者への指導

R5 超過勤務時間の実態



C小学校（実践発表）

今年度の取り組み内容は？

生活時程の見直しと改編 学校行事の見直し（スリム化）

各校務分掌の業務見直し（効率化） 通知表の構成変更

PTA活動の見直し 会議や情報共有の効率化

他校にお薦めしたい取り組みは？ 他校に気を付けてほしいポイントは？

各分掌ごとに、削減・効率化・縮小できる活動を
洗い出してみること。

小さな改革でも積み重ねれば成果ありだと思いま
す。

次年度に向けて取り組むことは？（具体的な取り組み、仕組みづくりなど）

別添資料参照



C小学校（参考情報）※資料や写真など







D小学校（実践発表）

今年度の取り組み内容は？

・働き方改革の検討会を1回開いた ・生活時程を昨年度のうちに検討し、今年度から実
施

・給食を学級⇒全校に変更【給食時間に職員にゆとりができ
た】

・余剰時数の削減

・配布物の精選⇒チラシ類は昇降口前に置いて、自由に取る

・学校評価の保護者評価をメールでの返答とし、担任の手間を少
し省いた。

他校にお薦めしたい取り組みは？ 他校に気を付けてほしいポイントは？

・働き方改革の検討会をして、みんなで問題点を共有
して取り組みを考えたこと

・みんながやろうという気持ちに統一することは無
理なので、とりあえずやってみようまで持っていく
のには準備がいる。

次年度に向けて取り組むことは？（具体的な取り組み、仕組みづくりなど）

・余剰時数の削減 ・おたよりのメール配信



D小学校（参考情報）※資料や写真など



全校での給食のねらい

（１）異学年という普段と違う環境の中で食べる中で正しい食事のマナー集団生活のルールを身に付ける。

（２）準備を異学年で協力してしようとする心を育む。

（３）職員の校務をする時間を増やす。
月 火 水 木 金

給食指導 養教
教頭
１担

養教
教頭
２担

養教
教頭
３，４担

養教
教頭
５，６担

養教
教頭

職員室 事務
校長
２担
３，４担
５，６担

事務
校長
１担
３，４担
５，６担

事務
校長
１担
２担
５，６担

事務
校長
１担
２担
３，４担

事務
校長
１担
２担
３，４担
５，６担

コンテナ 校技 校技 校技 校技 校技



令和5年度 生活時程

通常時程（月・火・木）

登校  ８：００～ ８：１０

当番活動  ８：１０～ ８：２０

朝の活動  ８：２０～ ８：３5

朝の会  ８：３５～ ８：４５

1校時  ８：４５～ ９：３０

2校時  ９：３５～１０：２０

業間 １０：２０～１０：３５

3校時 １０：４０～１１：２５

4校時 １１：３０～１２：１５

給食 １２：１５～１２：５５

昼休み １２：５５～１３：１５

清掃 １３：２０～１３：３０

5校時 １３：４０～１４：２５

6校時 １４：３０～１５：１５ 1年【月～金】・２年【月・火・木・金】

帰りの会 １５：１５～１５：３０ 帰りの会 １４：２５～１４：４０

下校 15:35 下校 14:45



E小学校（実践発表）

今年度の取り組み内容は？

課題解決を重視した授業改善とカリキュラム編成 朝の余裕を生む職員朝礼の廃止（職員室WBの活用）

学校行事等の目的明確化による見直し・精選 課題解決と働き方改革を重視した分掌の業務の具体

放課後の時間を確保する生活時程の変更 ICTの効率的な活用（職員の意見集約、学校評価)

職員会議効率化（議題の軽重、時間設定、ペーパレス） 通知表の変更（2学期の所見を面談に代える）

他校にお薦めしたい取り組みは？ 他校に気を付けてほしいポイントは？

・全職員で目指す方向性（課題解決能力の育成）を明確にし、
それを柱として教育活動（行事・授業）や校務（各分掌）の
改善と具体を進める。

紙媒体とICTどちらもOKとするとICT活用が進まな
い。教職員とコミュニケーションを取って理解を広
めつつできることからまず「始める」ことが必要。

次年度に向けて取り組むことは？（具体的な取り組み、仕組みづくりなど）

課題解決能力に必要な業務改善案の実行（通知表の２期制） ICTを活用した教職員間の情報共有



例 子どもの家庭での自主性の育成と業務負担軽減

E小学校（参考情報）※資料や写真など

木曜日の午後の時程を変更
（15：30下校）。余剰を学級
事務や研修にあてた。
その際、一生懸命掃除に取
り組む実情を踏まえ、掃除の
回数を減にした。

主体性の姿と見直しの必要性の視点で学校行事等を精選（左）。→児童の実態等から課題解決
能力を教育活動の根幹に。（中）→学校評価の結果と取組の整合性を教職員で探る。（右）

課題解決能力を軸とした各分
掌の業務改善

① ② ③

④
⑤



F小学校（実践発表）

今年度の取り組み内容は？

宿題応援（担任外がチェックして担任へ渡す） 職員会議スリム化（回数と内容の見通し明確化）

個別の支援計画作成負担の軽減（日程等見直し） 給食応援（担任外が給食に入り担任は職員室へ）

授業時数削減（研究関係の日，学期末，３学期） 日直朝夕二人体制（職員の希望に合わせたペア）

連絡・記録のデータ化（学校日誌・欠席連絡）

他校にお薦めしたい取り組みは？ 他校に気を付けてほしいポイントは？

動ける人が動けることからやってみる。そこで
「変えていくことができそうだ。」という実感が
共有されると，「これも変えてみたい。」が生ま
れてきて，次のサイクルに繋がった。

無理のない取り組み。働き方改革のためにある程
度の時間と労力の先行投資は必要だが，難しいと
感じた取り組みやそこまで必要感を感じない取り
組みは見送ることも必要。また，「仕事の横流
し」では根本的な解決にはならない。

次年度に向けて取り組むことは？（具体的な取り組み、仕組みづくりなど）

生活時程・週授業時間数の見直し 通知表の見直し



F小学校（参考情報）※資料や写真など
年間の取り組みの流れ

１学期
①名刺でわりばしを折るワーク ※バイアスを取り除いていく
②ここが変わるといいなＫＪ法で共有
③できそうなこと（日直・プール管理のシェア等）から取り組んでみる
④１学期の取り組みをふりかえる → 「変えていくことができる」実感

夏休み
①個人でマイプロジェクトを考える

※できそうなこと・こんなことやってもいいの？ということ
②マイプロジェクトをみんなで共有 → ９つのマイプロジェクトに整理

２学期
①それぞれのマイプロジェクトの計画・実行
②２学期までの取り組みをふりかえる → 「やってみたから分かった」こと



F小学校（参考情報）※資料や写真など
職員室掲示物について

「週１回は定時に帰ろう」
→必要感があまりない感じ
「週の時間割はマチコミde」
→労力に対する効果が小さい感じ



F小学校（参考情報）※資料や写真など
時間外勤務時間，年休取得日数，ワークライフバランスなどの状況の変化

青 バランスがとれている
橙 どちらかといえばバランスがとれている
灰 どちらかというとバランスがとれていない
黄 バランスがとれていない

年休取得日数 ０～４日 ５～１０日 １１～１５日 １６～２０日 ２１日以上 平均日数

Ｒ.４ ０人 ５人 ６人 ３人 １人 １３．２日

Ｒ.５ ０人 １人 ５人 ９人 ２人 １６．２日



F小学校（参考情報）※資料や写真など
先生方のふりかえりアンケートから

○給食を担任外の先生に入ってもらったり、宿題応援があったりして、いろんな人に助けを求めやすく  
なった。みんなで考えることで、働き方を良くすることができないか日ごろから考えるようになった。

△宿題応援を試みましたが、誰かに負担が移動するだけの取り組みになり、▲だなと思いました。取り組 
みは根本から改善するものでなければならないと分かりました。

※基本は業務の削減が必要だと思う。今ある業務について、現場の頑張りだけでは自ずと限界があるので
抜本的な人員の増員や教育委員会のサポートがよりほしい。



G小学校（実践発表）

今年度の取り組み内容は？

生活時程の見直し（次年度から実施予定） 校務のICT化の推進

夏季休業、冬季休業の課題の精選、見直し 学校行事の見直し（負担軽減）

他校にお薦めしたい取り組みは？ 他校に気を付けてほしいポイントは？

ICT活用による業務の効率化
（アンケートフォームの活用等）

個々の教職員の考え方に配慮しすぎない。
合意形成を丁寧に行う。（個人→部会→全体）

次年度に向けて取り組むことは？（具体的な取り組み、仕組みづくりなど）

新生活時程の本格実施 PTA活動の見直し

学校行事の更なる見直し（目的の明確化） 教育課程の見直し（余剰時間の見直し等）



G小学校（参考情報）※資料や写真など

＜「働き方改革」についての情報発信（学校だより）＞

〇 7月号 〇 11月号



G小学校（参考情報）※資料や写真など

＜生活時程の見直しまでの流れ＞
①教務素案を作成
②分掌部会で検討
③主任者会で再検討
④ PTA役員、関係機関への周知・調整
（学童クラブ等）

⑤管理職、教務で再検討
⑥最終案を職員会で協議・決定
⑦児童・保護者へ周知（11月、12月、1月）
⑧年度内（2月第1週）に試行実施
⑨ R6年度より本格実施



H小学校（実践発表）

今年度の取り組み内容は？

働き方改革アイデア会議（夏休み） そうじの回数を週４回から３回へ

生活時程の見直し 月の行事予定 週案の見直し

欠席連絡のICT化 稟議の上げ方の見直し

ランチルーム給食（２～４学年合同）

他校にお薦めしたい取り組みは？ 他校に気を付けてほしいポイントは？

生活時程の見直し→15時には下校！ バス通学の児童の過ごし方、学童との調整

次年度に向けて取り組むことは？（具体的な取り組み、仕組みづくりなど）

通知表を前後期の２回にする。（３学期制です
が）



H小学校（参考情報）※資料や写真など

☆なんだかんだで４０分
近く縮まりました(*^^)v

＜変更点＞
・掃除を朝する。時間を５分短縮
・朝の会５分短縮
（掃除から帰る時間を５分とって
プラスマイナス０）
・中間休みを５分短縮
・昼休みを５分短縮
・月・水・金→朝掃除
火→朝活動
木→読み語り



＜時程変更への道＞
・R４年度に新時程お試し期間を設ける。（５パターン）
・試行後、児童、教職員のアンケート実施。
・児童クラブ（２箇所）、放課後デイサービス、バス会社へ時程の変更について相談 と報告。
・新時程決定後、保護者へR5年度２学期より時程変更することを連絡。
・R5年度にさらに絞った新時程でお試し期間を設ける。（２パターン）
・児童、教職員へのアンケートを実施し、最終決定。
・２学期より新時程開始。

＜注意点＞

・新時程に移行するにあたり、今までより３０分近く早く児童クラブへ行くた
め、児童クラブの職員さんの勤務時間などの変更をしなくてはいけなくなった。
教育委員会を含め、役場などへの交渉も必要となった。そのため、管理職（特
に校長）の働きかけがとても重要になり、たくさん動いてもらった。

＜今後について＞

２学期の学校評価で教職員から生活時程の変更が概ね高評価だった。この空いた時間を有
効に使って、退勤時間が早くなるように個々の働き方についての意識を高めることも必要だ
と感じた。（時間が空いたから会議を入れる等、会議などの精選の必要性）



I小学校（6学級+特支学級２専科２、１クラス15～22名）（実践発表）

今年度の取り組み内容は？ 赤字は実践紹介に入れたものです。

①中学校と合同での生活時程変更→放課後時間の創出 ②通信表の作業量を減らす。（全体所見年１回）

③学校行事の精選（年３回→年２回、学芸会廃止） ④連絡のICT化 出欠のICT管理 家庭への配布資料の電子化

⑤職員室の整理、個人の棚配置 ⑥授業時数の削減→できなかった研修、やりたかった会議の実施

⑦ロイロノートスクールの導入
授業成果物のチェックなど

⑧検討中：留守番電話導入、学級会計の作業簡素化
フレックス制の導入

他校にお薦めしたい取り組みは？ 他校に気を付けてほしいポイントは？

・生活時程の変更→時間がないと話合いもできないし何も進ま
ない。最優先でやりたい。
・業務のICT化→使えば使うほど他に波及する。

・スタートを「みんなでやる」という意識づくり

・関係各所への根回し 特に学校の生活時間の変更は学校だけ
にとどまらず子どもの生活の様々な部分や地域社会への影響が
ある。

次年度に向けて取り組むことは？（具体的な取り組み、仕組みづくりなど）

生んだ時間をどうやって子どもや自分に還元するか 個別最適な学びに向けた授業改善

授業時数の削減と研修の計画 地域の他の学校と足並みをそろ
えることで、研究会なども開催できる？？

多い学校行事、地域行事やそれに向けた課外活動の見直し



A部会

生活時程の見直し
など大きい部分

B部会

すぐできそう、自分たち
でできそうな小さい部分

全職員

管理職、小中教務

手上げ方式



I小学校（参考情報）※資料や写真など

①生活時程の変更の経緯
【Ｒ２年度まで】
小中一貫の体制としてＲ３年度から始めるために小中学校の先生方で時程が作られ
る。小中の教師が校種をまたいで授業ができるよう、中学校の生活時程にそろえる
形で組まれていた。小学校児童の下校が16：40であった。

【Ｒ３年度】
Ｒ２年度までに作成した時程で一年間を行う。下校が遅い分児童の学校の生活には
余裕がある半面、退勤時間まで児童が残るため先生方の業務は残業にならざるを得
ない状態であり、学校評価で時程の見直しについて声があがる。

【R４年度】
R２年度までの時程を見直すための話合いを２学期ごろから始める。小中で合わせて
時程を代えられず、小学校のみで話し合って２学期末、３学期に見直し案を実施し
た。

【Ｒ５年度】※働き方改革挑戦校になる
働き方改革のプロジェクトチームが２学期ごろから動き出し、小中合わせた時程変
更案を作成した。これを試行し３学期から完全実施できるよう目指している。



本校の働き方改革プロジェクトチームの仕事の進め方 Ｂ部会（小さな改革チーム）

【ルール】
すぐ取り掛かれそうな改革をできるだけや
ろう！
できるだけ週１回あつまろう！
勤務時間外はやめよう！
ICTをつかっていこう！

【アイデア】
思いついたことはチャットにメモ
ジャムボードで話合いを行う
できない！は禁句

【取り組んだ（でいる）こと】
文書の回覧をなくした（チャットで。）
連絡にチャットをつかうようにした。
起案文書を精選した。
留守番電話導入いれたい！
学級会計作業を楽にしたい！
フレックス制導入したい！

上のように話合いながらボードを更新してい
きました。



④連絡のICT化 Googleチャット、ドライブの活用

←連絡は
Googleチ
ャットで共
有しました。
見るくせを
つけるとこ
ろから始め
ました！

↑管理職、教務には専用のスタンプを設けて
おり、チェックの様子が分かります。

←回覧もチャットで行う
ようにしました。バイン
ダーが回らなくなり、い
つでもどこでもチェック
できる、事務作業が減る
など非常に効果がありま
した。

←職員会議の資料は専用
のチャンネルを設けてそ
こにアップ。各自のもつ
デバイスや紙でほしい人
は自分で印刷するように
して、職員会議資料の印
刷の手間、紙、インクの
使用量削減に繋げました。

紙代約５万円インク
代約11万円減（西中
のみで）



←関係する文書を担当がカレ
ンダーに添付してくれて、書
類をさがさなくてよい

←リアルタイムでカレンダーの更新をすることで、
情報共有の手間を省く



④出欠のICT管理 家庭への配布資料の電子化

←マチコミのアプリを使
用して、保護者への配布
文書を電子化。

↓欠席連絡は保護者がアプ
リを通じて連絡してくる
ものをこちらでチェック

↑校外学習などの様子をアプリの
タイムラインで保護者さんとも共
有しています。



⑥授業時数の削減→できなかった研修、やりたかった会議の実施

↑前年度のうちから、一日単位
で授業時数管理をしておいて、
見通しをもちつつ思い切って
午後カットするなどして研修
や会議を計画。

↑QU結果分析の話し合い。
↓保小連携体力向上研修。会議の予定をつぶさずにできた。

↑ ３学期は毎週火曜日を全校５校時下校

にして、新年度計画をする時間を確保して
います。新年度計画に全７回時間をとって
やっていく予定です。
これまでは、この機会が取れず、PDCA

サイクルを上手く回せていない現状があり
ました。

この取り組みの本丸は、できた時間をどうやって
子どもに還元できるかだと思っています。子ども
に直接使う時間だけでなく、研修・会議など我々
がインプットや情報共有・議論する場を作ること
も子どもの成長に繋げられると思っています。


